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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（以下、当第１四半期という。）における我が国経済は、米国経済は堅調に推移してい

るものの、英国のＥＵ離脱、中国や新興国経済の減速懸念などの海外情勢に加え、国内ではインバウンド需要に陰

りが見られ、為替相場も不安定な状態が続き、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況下、当社グループは、平成30年３月期の利益計画「ＡＳＥＡＮプロジェクト」の４年目を迎え、

「生産能力の増強」「サプライチェーンの構築」「更なる付加価値製品の提供」をテーマに、計画の達成に向けて

引き続き取り組んでおります。製造子会社であるNISSEY VIETNAM CO.,LTD.においては、表面処理専用の新工場（平

成27年９月着工）が６月に完成しました。半自動化・オートメーション化も引き続き推進しております。また、新

規国内時計製造会社との間で長期安定製品供給に関する契約を締結しました。今後は、高品質の製品を安定的に供

給することで受注の拡大に努めてまいります。これらの取り組みと並行して、その他事業であるウエアラブル関連

や健康器具等の新規顧客との取引開始など受注促進にも注力してまいりました。一方、円高の影響に加え、国内眼

鏡市場の一層の冷え込みが売上高の伸びを圧迫しました。その結果、当第１四半期の連結売上高は2,211,186千円

（前年同四半期は2,095,811千円）となりました。

　損益につきましては、売上総利益は、NISSEY VIETNAM CO.,LTD.において、円高の影響による製造コストの低減は

ありましたが、円換算時の利益額としては減少し、半自動化・オートメーション化は推進しているものの一時的な

人手不足による生産遅延と残業時間の増加による人件費の増加、そして仕掛品の減少など、複数のマイナス要因が

重なり341,985千円（前年同四半期は486,560千円）となりました。営業損失は、売上総利益の減少により130,584千

円（前年同四半期は営業利益23,799千円）となりました。経常損失は、四半期末にかけての急激な円高による外貨

預金及び外貨建て債権、在外子会社の円建て債務等の為替評価損の計上などにより267,757千円（前年同四半期は経

常利益19,769千円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損失は、製品安定供給準備金を特別利益に計上

しましたが、個別の黒字決算による法人税等の計上などもあり90,417千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する

四半期純利益9,595千円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

① 時計関連

時計関連の売上高は1,711,025千円となり、前年同四半期比で167,814千円増加しました。このうち、時計バン

ドの売上高は、高付加価値製品やウレタン製腕時計バンドの受注増加が円高の影響による減少をカバーし、大幅

な増加となりました。また、時計部品の売上高は、ほぼ前年同四半期並みに推移しました。

　しかしながら、前述した売上総利益の減少などにより、セグメント損失は114,349千円（前年同四半期はセグメ

ント利益79,784千円）となりました。

② メガネフレーム

メガネフレームの売上高は337,245千円となり、前年同四半期比で123,003千円減少しました。このうち、㈱村

井の売上高は、とくに国内の市場環境が一層厳しくなっており、中小型チェーン店からの受注は前年同四半期並

みであったものの、大型チェーン店からの受注減少の影響が大きく91,237千円の大幅な減少となりました。また、

当社のメガネフレーム部門は、大型チェーン店や大手メーカーからの受注減少などにより31,765千円の大幅な減

少となりました。

　一方で、円高による仕入コストの低減などにより赤字幅は縮小し、セグメント損失は49,839千円（前年同四半

期は62,020千円）となりました。

③ その他

その他の売上高は162,914千円となり、前年同四半期比で70,564千円増加しました。釣具用部品及び静電気除去

器は微増でしたが、新規製品であるウエアラブル関連及び健康器具の売上分が増加しました。

　これにより、セグメント利益は26,186千円（前年同四半期は6,289千円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は6,791,686千円となり、前連結会計年度末と比べ158,794千円減少

しました。このうち、流動資産は3,966,929千円となり、164,628千円減少しました。これは主に原材料及び貯蔵品

の増加69,319千円、受取手形及び売掛金の減少137,067千円、仕掛品の減少120,163千円などによるものです。固定

資産は2,790,303千円となり、12,248千円増加しました。これは主に、工場等の建物及び構築物の取得による増加

497,233千円、建物及び構築物の計上などによる建設仮勘定の減少401,131千円、有形及び無形固定資産の減価償却

による減少61,515千円などによるものです。繰延資産は34,454千円となり、6,414千円減少しました。これは主に

NISSEY CAMBODIA CO.,LTD.の設立に伴う開業費の償却などによるものです。

　負債合計は4,287,739千円となり、148,603千円減少しました。流動負債は2,785,545千円となり、127,192千円減

少しました。これは主に短期借入金の減少173,617千円などによるものです。固定負債は1,502,193千円となり、

21,410千円減少しました。これは主に長期借入金の減少15,474千円などによるものです。

　純資産は2,503,947千円となり、10,191千円減少しました。これは主に新株予約権の行使による資本金及び資本剰

余金のそれぞれの増加47,277千円、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による利益剰余金の減少90,417千円

などによるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月13日付にて公表致しました第２四半期累計期間及

び通期の連結業績予想に変更ありません。

　なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数

値と異なる可能性があります。

　

（４）生産・受注及び販売の状況

　当第１四半期連結累計期間において、その他の受注高、受注残高及び販売実績がそれぞれ著しく増加しておりま

す。これは、新規製品であるウエアラブル関連及び健康器具の受注及び販売などによるものであります。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

（４）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,355,892 1,328,224

受取手形及び売掛金 1,096,960 959,893

商品及び製品 420,408 474,048

仕掛品 777,437 657,273

原材料及び貯蔵品 318,707 388,026

その他 202,613 198,682

貸倒引当金 △40,463 △39,219

流動資産合計 4,131,558 3,966,929

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 824,602 1,321,836

機械装置及び運搬具（純額） 682,324 655,849

工具、器具及び備品（純額） 80,722 80,684

土地 123,614 123,614

建設仮勘定 414,359 13,228

有形固定資産合計 2,125,623 2,195,213

無形固定資産

借地権 410,708 384,130

その他 54,803 49,799

無形固定資産合計 465,512 433,930

投資その他の資産

投資有価証券 82,323 58,261

敷金及び保証金 35,241 35,477

その他 82,794 80,863

貸倒引当金 △13,442 △13,442

投資その他の資産合計 186,918 161,160

固定資産合計 2,778,054 2,790,303

繰延資産

開業費 40,869 34,454

繰延資産合計 40,869 34,454

資産合計 6,950,481 6,791,686
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 767,182 732,149

短期借入金 1,238,450 1,064,832

1年内返済予定の長期借入金 583,947 612,201

未払法人税等 22,706 25,723

賞与引当金 35,125 12,508

その他 265,325 338,130

流動負債合計 2,912,738 2,785,545

固定負債

長期借入金 1,396,471 1,380,997

繰延税金負債 12,933 5,229

退職給付に係る負債 114,198 115,967

固定負債合計 1,523,604 1,502,193

負債合計 4,436,342 4,287,739

純資産の部

株主資本

資本金 1,820,976 1,868,253

資本剰余金 1,804,081 1,851,358

利益剰余金 △1,099,959 △1,190,377

自己株式 △41,314 △41,314

株主資本合計 2,483,783 2,487,920

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,117 6,872

為替換算調整勘定 2,395 7,707

その他の包括利益累計額合計 27,513 14,579

新株予約権 2,841 1,447

純資産合計 2,514,138 2,503,947

負債純資産合計 6,950,481 6,791,686

決算短信（宝印刷） 2016年08月03日 09時15分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

日本精密株式会社(7771)  平成29年3月期　第１四半期決算短信

5



（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 2,095,811 2,211,186

売上原価 1,609,251 1,869,200

売上総利益 486,560 341,985

販売費及び一般管理費 462,760 472,570

営業利益又は営業損失（△） 23,799 △130,584

営業外収益

受取利息 430 36

受取配当金 62 72

受取家賃 1,454 3,171

為替差益 9,496 ―

持分法による投資利益 ― 1,288

その他 2,500 4,723

営業外収益合計 13,944 9,292

営業外費用

支払利息 13,071 16,341

為替差損 ― 122,657

その他 4,903 7,466

営業外費用合計 17,974 146,465

経常利益又は経常損失（△） 19,769 △267,757

特別利益

固定資産売却益 ― 505

製品安定供給準備金 ― 200,000

特別利益合計 ― 200,505

特別損失

固定資産除却損 474 48

特別損失合計 474 48

税金等調整前四半期純利益
又は税金等調整前四半期純損失（△）

19,294 △67,300

法人税等 9,699 23,116

四半期純利益又は四半期純損失（△） 9,595 △90,417

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失
（△）

9,595 △90,417

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,839 △18,245

為替換算調整勘定 △88 5,311

その他の包括利益合計 2,751 △12,934

四半期包括利益 12,346 △103,351

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,346 △103,351

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、第３回新株予約権の行使により、当第１四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ

47,277千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が1,868,253千円、資本剰余金が1,851,358千円と

なっております。

　

（セグメント情報等）

　セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

時計関連 メガネフレーム その他 合計

売上高

　 外部顧客への売上高 1,543,211 460,249 92,350 2,095,811

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

─ ─ ─ ─

計 1,543,211 460,249 92,350 2,095,811

セグメント利益又は損失(△) 79,784 △62,020 6,289 24,053

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

　差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 24,053

　減損固定資産の減価償却費の調整 983

　その他の調整額 △1,237

　四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 23,799

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

時計関連 メガネフレーム その他 合計

売上高

　 外部顧客への売上高 1,711,025 337,245 162,914 2,211,186

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

─ ─ ─ ─

計 1,711,025 337,245 162,914 2,211,186

セグメント利益又は損失(△) △114,349 △49,839 26,186 △138,002

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

　差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 △138,002

　減損固定資産の減価償却費の調整 1,445

　その他の調整額 5,971

　四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △130,584
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４．補足情報

　生産、受注及び販売の状況

(1) 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

時計関連 1,013,866 △8.0

メガネフレーム 20,537 △38.4

その他 119,478 +37.2

合計 1,153,882 △5.7

　(注) １．セグメント間取引はありません。

　 ２．金額は、販売価格によっております。

　 ３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比

(％)

時計関連 1,785,298 +0.8 1,012,962 +6.9

メガネフレーム 286,409 △39.7 233,730 △48.2

その他 161,026 +61.0 135,891 +173.8

合計 2,232,733 △4.8 1,382,583 △4.5

　(注) １．セグメント間取引はありません。

　 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

時計関連 1,711,025 +10.9

メガネフレーム 337,245 △26.7

その他 162,914 +76.4

合計 2,211,186 +5.5

　(注) １．セグメント間取引はありません。

　 ２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

RADO WATCH CO.,LTD. 185,621 8.9 186,455 8.4

カシオ計算機株式会社 679,936 32.4 800,139 36.2

CASIO COMPUTER(HK) LTD. 271,979 13.0 243,099 11.0

CASIO ELECTRONICS
(SHENZHEN) CO.,LTD.

296,281 14.1 304,294 13.8

　 ３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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